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東北地方ESD活動支援センターとの連携による地域社会におけるESDの展開
2018年から





福島県只見町のＥＳＤ推進について

１ 只見愛と行動力を育成するＥＳＤ（学校教育）

～只見町のＥＳＤ（冊子）～

（１）「学ぶだけでは世界は変わらない」を合言葉に

「行動」を

（２）３小・１中・県立只見高校までの一貫推進体制

２ ホールエリアとしてのＥＳＤ（行政・企業・町民等）

～東北ＥＳＤ／ＳＤＧｓフォーラム２０２４ in福島只見～

（１）試験的な取組としての提案、先導的にはまだなれな

いが

（２）町長、企業、農業法人、公民館長、町民の取組事例

３ 成果

（１）只見愛が育ち見方が変わり、ふる里の価値への

誇りが醸成

（２）学びを活かして、自分にできる「行動」を起こす気概

（３）ＥＳＤの考え方は、地域のそれぞれの分野で重要

４ 課題

（１）学校現場にＥＳＤの意義がなかなか浸透しない

（２）ＥＳＤとＳＤＧｓとの有機的な関係理解が進んでいない

（３）只見町としてＥＳＤ推進体制構築がされていない

（４）行政・企業・町民等でどうＥＳＤを推進するか模索中
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1 学校や園と専門機関，産業団体，行政，
NPO等の関係機関が密接な連携を図り
ながら，本市教育の基軸であるESDの推
進と関連事業のさらなる充実を図る。

2 仙台広域圏ESD/RCEの一地域として，
仙台広域圏（仙台市，大崎田尻地区，
白石・七ヶ宿地区等）を含む他地域との
連携を進める。

推進委員会は，前条（第２条）の目的を達成するため，次の事項について処理する。
（１） 地域の特性や特色ある取組を生かした気仙沼のESD推進に関すること
（２） ESDの推進及び支援に係るネットワークに関すること
（３） 仙台広域圏ESD/RCEに関すること
（４） その他関連する事項
※構成メンバーは，委員長（気仙沼商工会議所会頭），副委員長（気仙沼ユネスコ協会理事，リアス
アーク美術館長，気仙沼高校長3名），参与（市教委の歴代教育長等4名）
委員（市行政関係部長・課長，震災遺構・伝承館長，市公民館長代表，認定NPO理事，地元新聞社
専務，市立幼小中の園長・校長の代表等13名），事務局（市教委学校教育課3名） 計25名

※ 7月，10月，2月の年3回を定期とし，その他必要に応じて開催することとしている。

目的（第２条）

処理事項（第３条）

気仙沼ESD/RCE円卓会議

気仙沼のESDの中核を成す「気仙沼ESD/RCE推進委員会（仙台広域圏RCE）」

気仙沼ESD/ユネスコスクール研修会

東北地方ESD活動支援センター
ESD/ユネスコスクール・東北コンソーシアム

※RCE（Regional Centre of Expertise on ESD：ESD推進の地域拠点 国内には8つのRCE）
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多様なステークホルダーの参画による気仙沼ESD/RCE円卓会議2023・2024

ESDで育む，時代が求める新しい力とは
～気仙沼のＥＳＤが果たしてきた成果とこれからの役割～

講話

パネルディスカッション

今，求められる価値観と価値実現の力とは
～気仙沼のESDで育み，高める「持続可能な社会の創り手」としての資質・能力～

基調講演

未来を拓く新たな価値の創造
～育ち，つながり，共に変わる深い学びの実現に向けて～
国立教育政策研究所教育課程調査官
文部科学省初等中等教育局教科調査官 齋藤博伸氏

パネルディスカッション
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コンピテンシー育成の最新動向
～時代が求める学力とESD～
特定非営利活動法人 ESD-J

副代表理事 浅井孝司氏

「活動あって学びなし」とは言わせない教
育データサイエンス～気仙沼ESDの効果～
宮城教育大学高度教職実践専攻

教授 田端健人氏

事例発表
「地域とつなぐ防災・減災」 階上中学校代表生徒2名
「小中，地域で学びをつなぐ」 面瀬小学校佐藤祐美子校長



「ESDのさらなる充実に貢献するユネスコスクールであるために」

～思考を深める，つながりを深める，実践を深める～
「ウェルビーイング追求時代のホールスクールマネジメント」
～学校経営全体の視点からのESDの捉え直し～【管理職対象】

教員研修「気仙沼ESD/ユネスコスクール研修会」（毎年度2回開催： 6・1月）
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「未来に向けて子どもを地域と共に育てる」
～学校を核としたスクールコミュニティ～【管理職対象】

「直面している気候危機に対する教育をどうするか」

～ESD for 2030に貢献する気仙沼のユネスコスクール～

宮教大本図教授 宮教大見上名誉教授

板橋区ＣＳ 白鳥ＣＤＮ 東北大須賀教授



宮城県
気仙沼市教育委員会

市・宮城教育大学連携センター
（幼稚園・小学校・中学校）

岩手県
洋野町教育委員会
（小学校・中学校）

福島県
只見町教育委員会
（小学校・中学校）

山形県
鶴岡市教育委員会

（小学校）

海洋教育パイオニアスクールプログラム事務局
日本財団／笹川平和財団（海洋教育チーム） 助成・事業サポート

一般社団法人 3710Lab 兼任東大海洋教育センター 教育指導・助言

「海洋教育こどもサミット in 気仙沼」東北連携・協働ネットワーク

宮城県
気仙沼高等学校

気仙沼向洋高等学校

山形県
加茂水産高等学校

ESD・海洋教育海洋教育 海洋教育 海洋教育

海洋教育
海洋教育

海洋教育

海洋教育渚の交番

E
S

D
・海
洋
教
育

E
S

D

・海
洋
教
育
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多様で重層的なネットワークによる国際交流体制づくり（ASPnet×民間ユネスコ）
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キリバス
ユネスコ協会

気仙沼
ユネスコ協会
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アクサ生命・日本ユネスコ協会連盟と

市教委，学校，地域との連携による防災・減災教育プログラム

【研修共催・協力】
◆ 気仙沼市教育委員会
◆気仙沼市立階上小学校
◆気仙沼市立階上中学校
◆東日本大震災遺構・伝承館

「階上中の生徒による小学生への防災・減災教室」
防災ぬりえ（1年），防災カルタ（2年），防災クイズ（3年）

「階上小4年生児童による防災・減災マップの発表」
自治会長，まちづくり協議会，地域住民の協働・助言

「防災・減災を軸とした個人探究の発表」
“いのちをつなぐ”未来の防災リーダーを目指して

「全国からの多くの参加教員とのディスカッション」
震災を経験していない世代の自分たちにもできること



児童会代表の児童が書き損じハガキを気仙沼ユネスコ協会に届ける

新型コロナ感染が拡大したキリバス共和国へ児童会より支援金を送る 昼の放送で書き損じハガキ集めと募金活動への協力を呼び掛ける児童

「民間ユネスコ運動の日」記念行事でユネスコ活動への感謝状を贈呈

児童会活動によるユネスコ「世界寺子屋運動」（書き損じはがき・支援金等の協力）



「気仙沼学びの産官学コンソーシアム」による大人との対話と学びの機会づくり（主に高校生対象）
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1 大人側（行政・企業・市民など）のＳＤＧｓ，ＥＳＤそのものへの理解と価値
認識の共有，協働実践 ※第2期ESD国内実施計画，第4期教育振興基本計画

2 気仙沼ＳＤＧｓの明確なガバナンス・ビジョンと方向付け，体系化，促進力
※ホールスクール&エリア・マネジメント，気仙沼市サステナ市民会議（全体会・分科会）

3 気仙沼全体（産官学民）での「学校教育を超えた気仙沼ＥＳＤ」の推進
※社会教育施設（博物館，水族館，科学館等）との連携，学びの産官学コンソーシアム

4 ＥＳＤ・海洋教育による幼小中高の一体的な人材育成（行動変容・学校変革）

※ユネスコスクール，海洋教育パイオニアスクールとしての探究的・創造的な学びと行動化

5 気仙沼版ＳＤＧｓ（地域創生），気仙沼ＥＳＤ（人材育成）について議論し，上記
1を踏まえながら，2～4の推進に機能する組織づくりと場づくり，サポート

ASP研修会・PSP推進連絡会 気仙沼ESD/RCE円卓会議
《カリキュラムの改善（教育課程） システムの構築（推進体制） ガバナンスの強化（理念）》

気仙沼ESD/RCEとしてのESD・海洋教育の充実に向けた今後の課題と方向性
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